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【脳が見る世界：脳内情報表現の定量と解読】  

私たちの自然な日常生活は、外界の状況を把握して適切な行動を促す高度な脳機能によ

って支えられています。特にヒトは視聴覚を代表とする複雑で多様かつダイナミックな

感覚入力を受け取っており、それらを処理することで客観的な状況の推定や主観的な印

象の生起等、脳内における様々な情報を生み出しています。近年、脳神経活動の多点同

時記録手法の発展、および機械学習や人工知能技術等の多変量解析技術の高度化に伴い、

自然で複雑な感覚入力を処理する脳の働きを直接的に研究することが可能になりまし

た。これにより、脳神経活動からヒトが感じている視覚世界や意味等の内容を解読する、

脳がどのようにして多様な事物の情報を表現しているかを定量する等、脳の持つ多様な

働きを定量的に理解する研究が進められています。更には、これらの知見を応用するこ

とにより、映像素材が生起する印象内容等について脳神経活動から推定する等の社会利

用も広がりを見せています。本セミナーでは、脳内における多様な情報表現の定量と解

読に関する私たちの研究、および関連する動向についてご紹介いたします。 
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